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概要
Oracle統合データベースで使用する同期クライアントを作成するには、以下の手順に従
います。

1. OracleデータベースをMobiLinkの統合データベースとして有効にします。

Oracleデータベース用のODBCデータ・ソースを作成します。

統合データベースでMobiLinkシステム・テーブルおよびプロシージャを作成します。

2. リファレンス・データベースを作成します。

リモート・データベースの構造のテンプレートとして使用するリファレンス・データ
ベースを作成します。

3. リモート・データベースを作成します。

同期テンプレートおよびサイトで構成される同期の定義を作成し、リファレンス・デ
ータベースからリモート・データベースを抽出します。

4  データベースを同期します。

同期を制御する同期スクリプトを作成します。同期プロセスでは、MobiLinkに接続し、
同期スクリプトを実行します。
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Oracle とととと Adaptive Server Anywhere の同期の同期の同期の同期

このホワイ トペーパーでは、 Oracle 統合データベースと Adaptive Server Anywhere のリモー

ト ・ データベースとの間で MobLink による同期を設定する方法を説明します。 説明を簡潔

にするため、 こ こでは 1 つのリモート ・ データベースだけを設定します。 また、 このホワ

イ トペーパーには、 Oracle のサンプル ・データベースを使用して、 Oracle 統合データベー

スと Adaptive Server Anywhere のリモート ・データベースの単純な同期を最初から設定する

チュート リ アルも含まれています。
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はじめにはじめにはじめにはじめに

MobiLink は、 統合データベースと多数のリモート ・ データベースまたは同期クライアン ト

との間でデータを共有するための同期テク ノ ロジです。MobiLink は、 Sybase のモバイル ・

データ管理用総合パッケージである SQL Anywhere Studio のコンポーネン トです。MobiLink
の詳細については、 SQL Anywhere Studio のドキュ メン トに含まれている 『レプ リ ケーシ ョ

ンおよび同期ガイ ド』 を参照して ください。 統合データベースには、 多数のリ レーシ ョナ
ル ・データベース管理システムのいずれかを使用するこ とができます。 リモート ・ データ
ベースには、 Adaptive Server Anywhere または UltraLite のいずれかを使用するこ とができま

す。 こ こでは、 Adaptive Server Anywhere データベースを Oracle 8 データベースの同期クラ

イアン ト と して使用する方法を説明します。

対象ユーザ対象ユーザ対象ユーザ対象ユーザ

このホワイ トペーパーは、 以下の知識を持つユーザを対象と しています。

Oracle 8 データベースの設定方法、 アプリ ケーシ ョ ン ・ スク リプ トの作成方法、 Oracle デー

タベースの管理方法。

Adaptive Server Anywhere 7 および MobiLink の同期の基礎 (『Adaptive Server Anywhere 入門』

を参照 )。
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MobiLink の統合データベースと しての統合データベースと しての統合データベースと しての統合データベースと して Oracle データデータデータデータ

ベースを有効にするベースを有効にするベースを有効にするベースを有効にする

Oracle データベース用の既存の ODBC データ ・ ソースがある場合は、次の手順 1 を省略し、

手順 2 に進むこ とができます。

手順手順手順手順 1 ：：：：Oracle 統合データベース用の統合データベース用の統合データベース用の統合データベース用の ODBC データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成

インスタンス名、 サービス名、 データベース名を設定済みである こ とを確認します。 これ
らの情報は、 ODBC のインス トールで必要になり ます。 これらの名前は、 Oracle のインス

トール内容によって異なり ます。また、Adaptive Server Anywhere では、 リ ファレンス ・デー

タベース用と リモート ・データベース用の 2 つの ODBC 接続も必要になり ます。Oracle デー

タベース用に ODBC を設定するには、 以下の手順に従います。 Adaptive Server Anywhere 用

の ODBC 接続は後で設定します。

Oracle データベース用にデータベース用にデータベース用にデータベース用に ODBC データ ・ ソースを設定するには ：データ ・ ソースを設定するには ：データ ・ ソースを設定するには ：データ ・ ソースを設定するには ：

1．[ スタート ] メニュー→ [ プログラム ] → [Sybase SQL Anywhere 7] → [Adaptive Server
Anywhere 7] → [ODBC アド ミ ニス ト レータ ] を選択します。

● ◆ [ODBC データ・ソース 　アド ミ ニス ト レータ ] が表示されます。[ ユーザー DSN] タブ

で [追加 ] をク リ ッ ク します。[データ・ソースの新規作成 ] ウ ィンド ウが表示されます。

● ◆ [Oracle ODBC Driver] を選択し、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

[ODBC Configuration for Oracle 8 ODBC Driver Setup] ウ ィンド ウが表示されます。

2．データ ・ ソース名を入力します。 このデータベース名は、 Oracle データベースに接続す

る と きに使用する DSN 値であるため、 メモに取るなどして記録しておきます。 この値

は、 後で必要になり ます。

3．サービス名を入力します。 データベースが NT ベースのマシン上にある場合は、 サービ

ス名は tcp-loopback になり ます。 データベースが他のマシン上にある場合は、 マシン名

を入力する必要があ り ます。

4．ユーザ ID を入力します。

5．[OK] をク リ ッ ク します。
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例例例例

前述の ODBC 設定手順で使用した以下のパラ メータを使用して、 MobiLink を 「チュート リ

アルの例」 で使用する統合データベースに接続します。パラ メータは、 Oracle Enterprise
Edition 8.06 の標準インス トールでのパラ メータです。 ユーザ ID、 サービス名、 データ ・

ソース名は、 アプ リ ケーシ ョ ンによって異なる場合があ り ます。

手順手順手順手順 2 ：：：： MobiLink システム ・ テーブルの作成システム ・ テーブルの作成システム ・ テーブルの作成システム ・ テーブルの作成

MobiLink には、 syncora.sql とい う スク リプ トが付属しています。 このスク リプ トは、 SQL
Anywhere のインス トール ・ディ レク ト リ内の MobiLink¥setup サブディ レク ト リにあ り ま

す。 syncora.sql は、 Oracle SQL で記述された create table および create procedure ルーチンが

含まれたファイルで、統合データベース と して使用する Oracle データベースを準備します。

このスク リプ トは、 MobiLink が使用する一連のシステム ・ テーブルおよびプロシージャを

作成します。 システム ・ テーブルには、 ML_ という接頭辞がついています。 MobiLink は、

同期プロセスでこれらのテーブルを使用して動作します。

Oracle でででで MobiLink システム ・ テーブルを作成するには ：システム ・ テーブルを作成するには ：システム ・ テーブルを作成するには ：システム ・ テーブルを作成するには ：

1．Oracle SQL*Plus を使用して、 Oracle データベースに接続します。 通常どおりにログオン

します。

2．Oracle SQL*Plus で、 SQL> プロンプ トから @ pathname¥syncora.sql を実行します。

システム ・ テーブルがインストールされたことを確認するにはシステム ・ テーブルがインストールされたことを確認するにはシステム ・ テーブルがインストールされたことを確認するにはシステム ・ テーブルがインストールされたことを確認するには :

1．以下の SELECT 文を入力し、 all_objects とい うテーブルの内容を選択します。

SELECT object_name
FROM all_objects
WHERE object_name
LIKE 'ML_%';

出力結果は、 以下のよ うになり ます。

項目項目項目項目 パラ メータパラ メータパラ メータパラ メータ

ド ラ イバ Oracle ODBC

データソース名 Oracle_db

サービス名 Tcp-loopback

ユーザ ID Scott
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これらのテーブルが Oracle データベースに存在していれば、次の手順に進みます。オブジェ

ク トの リ ス トのカウン トが出力テーブルでのカウン ト よ り も少ない場合は、 ML_ という接

頭辞がついたすべてのオブジェク トに対して DROP コマンドを実行し、すべての ML_ オブ

ジェク トが Oracle Data Dictionary にあるこ とを確認するまで、 手順 1 および 2 を繰り返す

こ とをお勧めします。 DROP コマンドは、 ML_ という接頭辞がついた重要なビジネスまた

はシステム ・ テーブルが他にない場合にだけ実行して ください。

リファレンス ・ データベースの作成リファレンス ・ データベースの作成リファレンス ・ データベースの作成リファレンス ・ データベースの作成

リ ファレンス ・データベースは、 リモート ・ データベースにレプ リ ケート し よ う とする統
合データベースの部分のコピーを格納する、 Adaptive Server Anywhere 7 データベースです。

そのため、統合データベースのテーブルのサブセッ トになる場合があ り ます。このサブセッ
トは、 テーブルのデータではなく、 テーブル定義だけを格納する必要があ り ます。 リ ファ
レンス ・データベースは、 Mlxtract ユーティ リ ティで使用され、 リモート ・データベースに

反映されるデータベース構造を提供します。 統合データベースの同期スク リプ トは、 統合
データベース と リモート ・ データベースの間のデータ転送を制御します。 リモート ・ デー
タベースでのデータ型およびテーブルの定義が統合データベースでの定義をできる限り正
確にミ ラーリ ングする場合は、 これらのスク リプ トの設計は非常に簡単になり ます。

リ ファレンス ・データベースを作成するには、 最初にリ ファレンス ・データベース ・ ファ
イルを作成し、次にそのリ ファレンス ・データベース用の ODBC データ ・ ソースを作成し、

最後に Adaptive Server Anywhere を使用して リ ファレンス ・データベースにテーブルを作成

します。

OBJECT_NAME
ML_ADD_CONNECTION_SCRIPT
ML_ADD_TABLE_SCRIPT
ML_CONNECTION_SCRIPT
ML_CONNECTION_SCRIPT_TRIGGER
ML_SCRIPT
ML_SCRIPTS_MODIFIED
ML_SCRIPT_TRIGGER
ML_SCRIPT_VERSION
ML_TABLE
ML_TABLE_SCRIPT
ML_TABLE_SCRIPT_TRIGGER
ML_USER

Oracle 統合データベース リファレンス・データベース
9



手順手順手順手順 1 ： リ ファレンス ・ データベース ・ ファイルの作成： リファレンス ・ データベース ・ ファイルの作成： リファレンス ・ データベース ・ ファイルの作成： リファレンス ・ データベース ・ ファイルの作成

リ ファレンス ・データベース ・ ファ イルには、 リ ファレンス ・ データベース ・ テーブルが
格納されます。 このファイルは、 コマンド ・ プロンプ トから作成および起動します。

リフ ァレンス ・ データベース ・ ファイルを作成するには ：リフ ァレンス ・ データベース ・ ファイルを作成するには ：リフ ァレンス ・ データベース ・ ファイルを作成するには ：リフ ァレンス ・ データベース ・ ファイルを作成するには ：

1．コマンド ・ プロンプ ト ・ ウ ィ ンド ウを表示し、 リ ファレンス ・ データベースを保存する
サブディ レク ト リに移動します。 データベースを初期化します。

● ◆ dbinit referenceDBName.db と入力します。

● ◆ [ENTER] キーを押します。

2．データベースを起動します。

● ◆ dbeng7 referenceDBName.db と入力します。

● ◆ [ENTER] キーを押します。

これで、 リ ファレンス ・データベース ・ ファ イルが作成され、 リ ファレンス ・データベー
スが起動しました。 次に、 このデータベース用の ODBC データ ・ ソースを作成します。

手順手順手順手順2：リ ファレンス・データベース用の：リ ファレンス・データベース用の：リ ファレンス・データベース用の：リ ファレンス・データベース用のODBCデータ・ソースの作成データ・ソースの作成データ・ソースの作成データ・ソースの作成

Oracle データベース用の ODBC データ ・ ソースの作成と同様に、 リ ファレンス・データベー

スおよびリモート ・ データベース用の ODBC データ ・ ソースを作成する必要があ り ます。

こ こで、 リ ファレンス ・データベース用の ODBC データ ・ ソースを作成し、 固有の名前を

付けるこ とをお勧めします。

Adaptive Server Anywhere データベース用にデータベース用にデータベース用にデータベース用に ODBC データ・ソースを設データ・ソースを設データ・ソースを設データ・ソースを設

定するには ：定するには ：定するには ：定するには ：

1．[ スタート ] メニュー→ [ プログラム ] → [Sybase SQL Anywhere 7] → [Adaptive Server
Anywhere 7] → [ODBC アド ミ ニス ト レータ ] を選択します。

◆ [ODBC データソース 　アド ミ ニス ト レータ ] が表示されます。 [ ユーザー DSN] タブ

で [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

◆ [ データソースの新規作成 ] ダイアログが表示されます。[Adaptive Server Anywhere 7.0]
を選択し、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

◆ [Adaptive Server Anywhere に対する ODBC 設定 ] タブが表示されます。[ODBC] タブを

ク リ ッ ク し、 データ ・ ソース名を入力します。 この名前は、 このデータベースに接続
する と きに使用する DSN 値であるため、 メモに取るなどして記録しておきます。 この

値は、 後で必要になり ます。

2．[ ログイン ] タブをク リ ッ ク し、データベースに接続するためのユーザ IDおよびパスワー

ドを入力します。
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3．[ データベース ] タブをク リ ッ ク し、データベース名およびデータベース ・ ファ イルを指

定します。 完全なデータベース ・ ファ イルおよびデータベースのパスを正し く指定する
ため、 できるだけ [ 参照 ] 機能を使用します。

4．データベースがローカル・マシンにある場合は、[Adaptive Server Anywhereに対するODBC
設定 ] ウ ィンド ウの [ ネッ ト ワーク ] タブおよび [ 詳細 ] タブのデフォルト設定をそのま

ま使用するこ とができます。 データベースが他のマシン上にある場合は、 [ データベー

ス ] タブでサーバ名を指定します。

5．[OK] をク リ ッ ク します。 [ODBC データソースアド ミ ニス ト レータ ] に戻り ます。

6．新し く作成したデータ ・ ソースを選択し、 [ODBC タブ ] の右下にある [ テス ト接続 ] を
ク リ ッ ク してテス ト します。

7．" 接続成功 " とい う メ ッセージが表示されます。

例例例例

前述の ODBC 設定手順に関係する以下のパラ メータを使用して、 Adaptive Server Anywhere
を 「チュート リ アルの例」 で使用する リ ファレンス ・データベースに ODBC 接続します。

ODBC パラ メータを該当する ODBC フ ィールドに入力します。

リ ファレンス ・データベース作成では、 最初に Oracle スク リプ ト を使用します。 このスク

リプ トは、 Oracle 統合データベースにテーブルを作成したスク リプ トです。 このスク リプ

ト を Adaptive Server Anywhere SQL フ ォーマ ッ ト で記述し なおすと、 Adaptive Server
Anywhere データベースに対して実行可能にな り ます。 作成されたデータベースは、 統合

データベースと構造的に同様であるため、 同期が可能になり ます。

手順手順手順手順 3 ： 変換前の注意事項：変換前の注意事項：変換前の注意事項：変換前の注意事項

統合データベースには、 同期システムで使用されるデータ構造のマスタ ・ コピーが格納さ
れます。 多くの場合、 リモート ・ データベースの構造は統合データベースの構造に基づい
ています。 また、 ほとんどの場合、 統合データベースの一部のテーブルだけが リモート ・
データベースでレプ リ ケート されます。 Oracle ユーザの多くは、 すでに多数の Oracle テー

ブルをインス トールして使用しています。 データベースの相違点と、 Oracle 8.06 のテーブ

ル構造を Adaptive Server Anywhere用に変換する方法を決定する必要があ り ます。Oracle 8.06
のデータベースは、 Adaptive Server Anywhere 形式のデータベースと少なく と も以下の点で

異なり ます。

項目項目項目項目 値値値値

ド ラ イバ Adaptive Server Anywhere 7

データ ・ ソース名 Ora_reference

ユーザ ID Dba

パスワード Sql

データベース ・ ファ イル D:¥tutorial¥ora_reference.db
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● ◆使用するデータ型

● ◆オブジェク トに制約を設定したり、 関数およびプロシージャを呼び出すための構文

● ◆データベースの日付フォーマッ ト

● ◆ Oracle には存在するが Adaptive Server Anywhere には存在しない、シーケンスなどの特

殊なオブジェク ト

データベース上の Oracle テーブルは、 手動で SQL スク リプ トに記述する必要があ り ます。

以下の手順に従ってください。

手順手順手順手順 4 ：：：： Oracle 用スクリプ トから用スクリプ トから用スクリプ トから用スクリプ トから Adaptive Server Anywhere 用ス用ス用ス用ス

クリプ トへの手動変換クリプ トへの手動変換クリプ トへの手動変換クリプ トへの手動変換

スク リプ ト を手動で Adaptive Server Anywhere 7 スク リプ トに変換するには、 以下の手順に

従います。 スク リプ トの変換例は、 このホワイ トペーパーの後半の 「チュート リ アルの例」
で紹介しています。

1．Oracle のすべての列データ型を Adaptive Server Anywhere のデータ型に変換します。

2．CREATE 構文を Adaptive Server Anywhere のフォーマッ トに変換します。Oracle の名前付

き制約に注意してください。

3．デフォルトのフォーマッ ト を確認します。

各データベースのデフォルトの日付フォーマッ トは、 プラ ッ ト フォームによって異なる
場合があ り ます。 Oracle および Adaptive Server Anywhere の両方のインス トールで、日付

フォーマッ ト を確認するこ とをお勧めします。 スク リプ トの変換例は、 この章の後半の
「チュート リ アルの例」 で紹介しています。

手順手順手順手順 5 ：：：： ISQ Ｌ でのスクリプ トの実行Ｌ でのスクリプ トの実行Ｌ でのスクリプ トの実行Ｌ でのスクリプ トの実行

ISQL でスク リプ ト を実行するには、 [ 接続 ] ダイアログを使用してデータベースに接続し

てから、 スク リプ ト を実行する必要があ り ます。

[ 接続接続接続接続 ] ダイアログを開くには ：ダイアログを開くには ：ダイアログを開くには ：ダイアログを開くには ：

1．ISQL を起動します。 [ 接続 ] ダイアログが表示されます。

2．[ID] タブをク リ ッ ク します。

● ◆ユーザ名およびパスワードを [ ユーザー]および [パスワード ] ボッ クスに入力します。

● ◆ [ODBC データ ・ ソース名 ] にソース名を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

これで、 ローカル ・ マシン上の Adaptive Server Anywhere 7 データベースに接続するこ と

ができます。
12



スクリプ ト を実行するには ：スクリプ ト を実行するには ：スクリプ ト を実行するには ：スクリプ ト を実行するには ：

1 変換したスク リプ ト を、 ISQL インタフェースを使用して実行します。

2 以下のよ うに入力して、 テーブルが正し く作成されているかど うかを確認します。

SELECT * FROM tablename1;

SELECT * FROM tablename2;

テーブルの内容が表示されます。 すべてのテーブルは空白ですが、 各テーブルの見出しが
ISQL 出力パネルに表示され、 これを使用して リ ファレンス ・ テーブルが正し く作成された

かど うかを確認します。
13



リモート ・ データベースの作成リモート ・ データベースの作成リモート ・ データベースの作成リモート ・ データベースの作成

手順手順手順手順 1：同期テンプレートおよびサイ トを使用した同期の定義の作成：同期テンプレートおよびサイ トを使用した同期の定義の作成：同期テンプレートおよびサイ トを使用した同期の定義の作成：同期テンプレートおよびサイ トを使用した同期の定義の作成

リ ファレンス ・データベースの同期テンプレートおよびサイ トは、 リモー ト ・ データベー
スの構造の基となる定義を提供します。 テンプレートは、 リモート ・ データベースに存在
するテーブルの詳細です。同期サイ トは、 リモート ・データベースの名前を特定します。同
期テンプレートおよびサイ トは、 リ ファレンス ・データベースに接続したまま作成します。

同期テンプレートおよびサイ ト を作成するには ：同期テンプレートおよびサイ ト を作成するには ：同期テンプレートおよびサイ ト を作成するには ：同期テンプレートおよびサイ ト を作成するには ：

1．ISQL を使用して、 リ ファレンス ・データベースに接続します。

2．同期テンプレート を作成します。

同期テンプレート を作成するための構文 (ISQL で入力できる ) は、 以下のとおりです。

CREATE SYNCHRONIZATION TEMPLATE SyncTemplateName
[ TYPE SyncType ]
ADDRESS MLServerAddress
[ OPTION option=value]
( TABLE article-description, ...

Oracle 統合データベース リファレンス・データベース

リモート・データベース
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3．同期サイ ト を作成するための構文 (ISQL で入力できる ) は、 以下のとおりです。

CREATE SYNCHRONIZATION SITE SyncSiteName
Using SyncTemplateName

使用する同期サイ トおよびテンプレートの名前を、上記の構文の該当箇所で指定します。

手順手順手順手順 2 ： リモート ・ データベース用の： リモート ・ データベース用の： リモート ・ データベース用の： リモート ・ データベース用の ODBC データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成

リ ファレンス ・データベース用の ODBC データ ・ ソースの作成と同様に、 リモート ・ デー

タベース用のデータ ・ ソースを作成する必要があ り ます。 こ こで、 リ モート ・ データベー
ス用の ODBC データ ・ ソースを作成し、 固有の名前を付けるこ とをお勧めします。

リモートのリモートのリモートのリモートの Adaptive Server Anywhere データベース用にデータベース用にデータベース用にデータベース用に ODBC データ・データ・データ・データ・

ソースを設定するには ：ソースを設定するには ：ソースを設定するには ：ソースを設定するには ：

1．[ スタート ] メニュー→ [ プログラム ] → [Sybase SQL Anywhere 7] → [Adaptive Server
Anywhere 7] → [ODBC アド ミ ニス ト レータ ] を選択します。

● ◆ [ODBC データソース アド ミニス ト レータ ] が表示されます。 [ ユーザー DSN] タブで

[ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ データソースの新規作成 ] ダイアログが表示されます。

[Adaptive Server Anywhere 7.0] を選択し、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

● ◆ [Adaptive Server Anywhere に対する ODBC 設定 ] タブが表示されます。[ODBC] タブを

ク リ ッ ク し、 データ ・ ソース名を入力します。 この名前は、 このデータベースに接続
する と きに使用する DSN 値であるため、 メモに取るなどして記録しておきます。この

値は、 後で必要になり ます。

2．[ ログイン ] タブをク リ ッ ク し、 ユーザ ID およびパスワードを入力します。

3．[ データベース ] タブをク リ ッ ク し、データベース名およびデータベース ・ ファ イルを指

定します。 完全なデータベース ・ ファ イルおよびデータベースのパスを指定するため、
できるだけ [ 参照 ] 機能を使用します。

4．データベースがローカル・マシンにある場合は、[Adaptive Server Anywhereに対するODBC
設定 ] ウ ィンド ウの [ ネッ ト ワーク ] タブおよび [ 詳細 ] タブのデフォルト設定をそのま

ま使用します。データベースが他のサーバ上にある場合は、 [ データベース ] タブでサー

バ名を指定します。

5．[OK] をク リ ッ ク し、 [ODBC データ ・ ソース アド ミ ニス ト レータ ] に戻り ます。

6．新し く作成したデータ ・ ソースを、 [ODBC タブ ] の右下にある [ テス ト接続 ] をク リ ッ

ク してテス ト します。

" 接続成功 " とい う メ ッセージが表示されます。
15



例例例例

前述の ODBC 設定手順に関係する以下のパラ メータを使用して、 Adaptive Server Anywhere
を 「チュート リ アルの例」 で使用する リモート ・ データベースに ODBC 接続します。

[ データベースが実行されていなければ自動的に起動 ] チェッ クボッ クスが選択されている

こ とを確認します。

手順手順手順手順 3 ： リモート ・ データベースの抽出： リモート ・ データベースの抽出： リモート ・ データベースの抽出： リモート ・ データベースの抽出

次の手順では、リモート ・データベースを抽出し、正し く抽出されたかど うかを確認します。

リモート ・ データベースを抽出するには ：リモート ・ データベースを抽出するには ：リモート ・ データベースを抽出するには ：リモート ・ データベースを抽出するには ：

1．コマンド ・ プロンプ ト を表示します。

2． リモート ・ データベースを生成する構文は、 以下のとおりです。

Mlxtract -c "dsn=dsnname;uid=uidname;pwd=pwdname"

-an remoteDBname Drive/path Sitename

このコマンドは、 リモート ・ データベースを生成し、 リ ファレンス ・データベースから
すべてのテーブルの定義をコピーして リモート ・ データベースに格納します。

3．抽出結果を確認します。

リ ファレンス ・データベースから リモート ・ データベースが正し く抽出されたかど うか
を確認するには、 リモート ・ データベースに ODBC 接続を実行し、 ISQL で以下のよ う

に入力します。

SELECT * FROM tablename;

指定したテーブルの列見出しが表示されます。 列見出しが表示されない場合、 またはエ
ラー ・ メ ッセージが表示された場合は、 リ ファレンス ・データベースからテーブルが正
し く抽出されていません。 その場合は、 各手順を正し く実行したかど うかを確認してく
ださい。

ISQL を使用してリモート ・ データベースに接続するには ：を使用してリモート ・ データベースに接続するには ：を使用してリモート ・ データベースに接続するには ：を使用してリモート ・ データベースに接続するには ：

1．ISQL を起動します。

2．[ 接続 ] ウ ィンド ウおよび 3 つのタブ付きダイアログが表示されます。[ID] タブをク リ ッ

ク します。

◆ユーザ名およびパスワードを [ ユーザー]および [パスワード ] ボッ クスに入力します。

◆ ODBC データ ・ ソース名を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

項目項目項目項目 値値値値

ド ラ イバ Adaptive Server Anywhere 7

データ ・ ソース名 Ora_remote

ユーザ ID DBA

パスワード SQL

データベース ・ ファ イル D:¥tutorial¥ora_remote.db
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◆データベース ・ ファ イル名を入力し、 [OK] をク リ ッ ク します。

これで、 ローカル ・マシン上の ASA リモート ・データベースに ISQL を使用して接続す

るこ とができます。

抽出結果を確認するには ：抽出結果を確認するには ：抽出結果を確認するには ：抽出結果を確認するには ：

1．ISQL を使用して、 以下のコマンドを入力します。

SELECT * FROM SYSSYNC

SELECT * FROM SYSSYNCDEFINITIONS

2．出力を確認します。

sync_template_name と sync_site_name が、 それぞれ syssync と syssyncdefinitions の

各テーブルに表示されます。

3． リ ファレンス ・データベースと リモート ・ データベースのテーブルに含まれる同期サイ
トのデータは、 SYS テーブルを表示するこ とで確認できます。 リモート ・データベース

に対して SYSSYNC または SYSSYNCDEFINITIONS のいずれかのテーブルを使用して

SELECT * FROM文を実行するこ とで、CREATE SYNCHRONIZATION TEMPLATE コマン

ドの結果を確認するこ とができます。SYSSYNC テーブルから選択した場合の結果は、同

期サイ ト名にな り ます。 SYSSYNCDEFINITIONS テーブルから選択した場合の結果は、

同期テンプレートになり ます。これらの名前が、前述の構文で指定したものと同じになっ
ている必要があ り ます。
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データベースの同期データベースの同期データベースの同期データベースの同期

リモート ・ データベース との同期用に、 統合データベースを準備する必要があ り ます。 こ
の準備では、 データ転送プロセスに適用するビジネス ・ ルールを実行するための同期スク
リプ ト を作成します。 各スク リプ トは、 スク リプ ト を ト リ ガする同期イベン トに応じて名
前をつけます。 ユーザ ・ スク リプ トの内容は、 ビジネスの必要に応じて大き く異な り ます。
この項の例では、 エラー処理プロシージャを含まない単純なスク リプ ト を使用します。 ス
ク リプ トの詳細については、 SQL Anywhere Studio に含まれている 『レプ リ ケーシ ョ ンおよ

び同期ガイ ド』 を参照して ください。

同期スクリプ トの作成同期スクリプ トの作成同期スクリプ トの作成同期スクリプ トの作成

MobiLink は同期の際に、 統合データベースに正確なシーケンスで格納されている接続、 同

期、 競合解決用のスク リプ ト を呼び出します。

同期スク リプ トは、 手動または Sybase Central のいずれかの方法で作成します。

同期スクリプ ト を作成するには ：同期スクリプ ト を作成するには ：同期スクリプ ト を作成するには ：同期スクリプ ト を作成するには ：

1．手動で作成する方法

.txt または .sql の形式のドキュ メン ト を使用して、 手動でスク リプ ト を記述します。 そ

のスク リプ ト を SQL*Plus 8.0 で実行します。

2．Sybase Central を使用する方法

Sybase Central 4.0 インタフェースを使用して、 スク リプ ト を挿入します。以下の項では、

それぞれの方法と、 一般的な構文およびスク リプ ト例を説明します。

方法方法方法方法 1 ： 手動で作成する：手動で作成する：手動で作成する：手動で作成する

手動でス ク リ プ ト を作成する方法では、 MobiLink システムのス ト ア ド ・ プロシージャ

ml_add_table_scriptを 統合デー タ ベー ス 内 で明示的に 呼び出す必要 が あ り ま す。

ml_add_table_script の構文は、 以下のとおりです。

Exec ml_add_table_script(
'Version_name'
'table_name'
'event'
'script_text');

方法方法方法方法 2 ：：：： Sybase Central で作成するで作成するで作成するで作成する

Sybase Central で作成する方法では、 Sybase Central Java Edition で、 [MobiLink 同期 ] の下に

ある [ オラクル統合データベース ] タブを使用します。同期スク リプ トの作成手順は、以下

のとおりです。
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同期スクリプ ト を作成するには ：同期スクリプ ト を作成するには ：同期スクリプ ト を作成するには ：同期スクリプ ト を作成するには ：

1．同期するテーブルを特定します。

Sybase Central で、 [ テーブル （所有者） ] フォルダの下のテーブルの所有者をク リ ッ ク

し、 スキーマのテーブルのリ ス ト を表示します。 同期対象のテーブルを反転表示し、 右
ク リ ッ ク します。 表示されたド ロ ップ ・ リ ス トで [ 同期テーブルに追加 ] を選択し、 [ 同
期テーブル ] にテーブルを追加します。

2．目的のテーブルが同期されたこ とを確認します。

・ [ 同期テーブル ] フォルダをク リ ッ ク し、 目的の同期テーブルがあるこ とを確認します。

3．テーブル ・ レベルの同期スク リプ ト を追加します。

・ ユーザ ・ インタフェース ・ ウ ィ ンド ウの右側にある [ 詳細 ] タブで、 [ テーブル ・ スク リ

プ ト を追加 ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。 [ 新しいテーブルスク リプ ト を追加 ]
ウ ィザードが表示されます。

4．スク リプ ト ・ イベン ト (download_cursor など ) を選択します。

5．[新しいイベン トのスク リプ ト をすぐに編集します] チェッ クボッ クスを選択し、 [ 完了 ]
をク リ ッ ク します。

エディ タが表示されます。

6．スク リプ トの内容を入力します。サンプル・テーブルを使用する場合は、後述の 「チュー
ト リ アルの例」 の各スク リプ トで、 スク リプ ト内から SELECT 文だけを入力します。 ス

ク リプ ト を保存して終了します。

Oracle 統合データベースを Adaptive Server Anywhere のリモート ・データベースと同期す

る場合は、両方のデータベースを起動してから、 コマンド ・プロンプ トで dbmlsync を実

行します。
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データベースを同期するには ：データベースを同期するには ：データベースを同期するには ：データベースを同期するには ：

1．コマンド ・プロンプ ト を表示し、 リモート ・データ ・ ソース用の MobiLink 同期サーバを

起動して、 dbmlsrv7 を起動します。 MobiLink 同期サーバを起動する構文は、以下のとお

りです。

Start dbmlsrv7 -c "dsn=ODBCRemoteDBSourceName"

2．以下のコマンド構文をコマンド ・ プロンプ トで使用して、 データベースを同期します。
dbmlsync -c "dbn=remote_database_name.db;uid=remote_name;pwd=remote_password"

このコマンドは、 リモート ・ データ と統合データベースのデータを同期します。

3．同期が正し く実行されたこ とを確認します。

これで、 Oracle データベース と Adaptive Server Anywhere のリモート ・データベースが同

期しました。 同期パネルが表示され、 " 同期が完了しました " という メ ッセージが表示

されます。 ISQL を使用して リモート ・ データベースに接続し、 選択したテーブルから

SELECT * を実行し、 テーブルの値が正し く挿入されているこ とを確認します。 テーブ

ルに新しい値が表示されれば、 同期およびスク リプ トは正し く実行されています。

Oracle 統合データベース

リモート・データベース
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まとめまとめまとめまとめ

このホワイ トペーパーでは、 Oracle 統合データベースを Adaptive Server Anywhere のリモー

ト ・ ク ラ イアン ト と と もに使用する方法を説明しました。 説明した内容は、 以下のとおり
です。

● ◆ASAでのデータベース作成およびOracle と ASA ク ラ イアン ト用のデータ・ソースの作

成

● ◆同期サイ トおよびテンプレートの作成

● ◆基本的な同期スク リプ トの作成

● ◆ Oracle データベースと ASA のリモート ・ データベースの同期

● ◆同期手順の詳細

次の項では、 Oracle の 'Scott' にあるテーブルを Adaptive Server Anywhere のリモート ・ デー

タベースにリ ンクする簡単なチュート リ アルを実行し、 MobiLink についてこれまでに説明

した内容を実際に適用してテス ト します。
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チュート リアルの例チュート リアルの例チュート リアルの例チュート リアルの例

チュート リアルの必要条件チュート リアルの必要条件チュート リアルの必要条件チュート リアルの必要条件

チュート リ アルは、 以下のソフ ト ウェアを使用して実行します。 これ以前のバージ ョ ンを
使用する と、 異なる結果になる場合があ り ます。 チュート リ アルでは、 以下のバージ ョ ン
を使用するこ とをお勧めします。

● ◆ Oracle Enterprise Version 8.06.

● ◆ SQL Anywhere Studio 7.0.2.

チュート リアルの目的チュート リアルの目的チュート リアルの目的チュート リアルの目的

チュート リ アルは、 以下の習得を目的と しています。

● ◆ASAでのデータベース作成およびOracle と ASA ク ラ イアン ト用のODBCデータ・ソー

スの作成

● ◆リモート ・ データベースでの同期サイ トおよびテンプレートの作成

● ◆統合データベースでの同期スク リプ トの作成

● ◆リモートの ASA データベースと Oracle 統合データベースの同期

● ◆同期手順の詳細

チュート リ アルでは、 一部の手順や目標を達成できないこ と もあ り ます。 その場合は、 手
順を正し く実行したかど うかを確認します。 手順が正しい場合は、 その手順で作成された
データ構造をすべて削除し、 最初からその手順をやり直して ください。

チュート リアルの準備チュート リアルの準備チュート リアルの準備チュート リアルの準備

このチュート リ アルでは、 Oracle Enterprise 8.06 に付属の scott.sql ファ イルを使用します。

スク リプ トには、 emp、 dept、 salgrade、 bonus という 4 つのテーブルが含まれています。

このチュート リ アルでは、これらのテーブルのうち emp と dept だけを使用します。Scott.sql
ファ イルは、 以下の Oracle サブディ レク ト リにあ り ます。

● ◆ ¥Oracle 8 Install¥NT_X86¥V8¥RDBMS(NT 用 )

● ◆ ¥Oracle 8 Install¥WIN95¥RDBMS80(Windows 95 用 )

このチュート リ アルを開始する前に、チュート リ アルで使用するディ レク ト リに scott スク

リプ トがあるこ とを確認して ください。 最初にチュート リ アル用のディ レク ト リ を作成す
る必要があ り ます。
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チュート リアル用ディ レク ト リの作成 ：チュート リアル用ディ レク ト リの作成 ：チュート リアル用ディ レク ト リの作成 ：チュート リアル用ディ レク ト リの作成 ：

1．¥Tutorial とい う新しいディ レク ト リ を作成します。

2．該当する Oracle 8 ディレク ト リからファ イルを D:Tutorial にコピーします。

これらのテーブル用のスク リプ トがない場合は、 以下に記載するスク リプ ト を使用できま
す。 作成したスク リプ トは、 D:Tutorial に scott.sql という ファ イル名で保存します。

Oracle テーブルを作成するには ：テーブルを作成するには ：テーブルを作成するには ：テーブルを作成するには ：

1．以下のスク リプ ト をテキス ト ・ エディ タで入力します。

DROP TABLE emp;

DROP TABLE dept;

CREATE TABLE dept

(deptno NUMBER(2) CONSTRAINT pk_dept PRIMARY KEY,

dname VARCHAR2(14) ,

loc VARCHAR2(13) ) ;

-- Insert statements for dept

INSERT INTO dept VALUES (10,'Accounting','New York');

INSERT INTO dept VALUES (20,'Research','Dallas');

INSERT INTO dept VALUES (30,'Sales','Chicago');

INSERT INTO dept VALUES (40,'Operations','Boston');

CREATE TABLE emp

(empno NUMBER(4) CONSTRAINT PK_emp PRIMARY KEY,

ename VARCHAR2(10),

job VARCHAR2(9),

mgr NUMBER(4),

hiredate DATE,

sal NUMBER(7,2),

comm NUMBER(7,2),

deptno NUMBER(2) CONSTRAINT fk_deptno REFERENCES dept);

-- Insert statements for emp

INSERT INTO emp VALUES (7369,'Smith','Clerk',7902,to_date('17-12-
1980',

'dd-mm-yyyy'),800,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES

(7499,'Allen','Salesman',7698,to_date('20-2-1981','dd-mm-yyyy'),

1600,300,30);

INSERT INTO emp VALUES

(7521,'Ward','Salesman',7698,to_date('22-2-1981','dd-mm-yyyy'),

1250,500,30);

INSERT INTO emp VALUES

(7566,'Jones','Manager',7839,to_date('2-4-1981','dd-mm-yyyy'),
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2975,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES

(7654,'Martin','Salesman',7698,to_date('28-9-1981','dd-mm-yyyy'),

1250,1400,30);

INSERT INTO emp VALUES

(7698,'Blake','Manager',7839,to_date('1-5-1981','dd-mm-yyyy'),

2850,NULL,30);

INSERT INTO emp VALUES

(7782,'Clark','Manager',7839,to_date('9-6-1981','dd-mm-yyyy'),

2450,NULL,10);

INSERT INTO emp VALUES

(7788,'Scott','Analyst',7566,to_date('13-JUL-87')-
85,3000,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES

(7839,'King','President',NULL,to_date('17-11-1981','dd-mm-yyyy'),

5000,NULL,10);

INSERT INTO emp VALUES

(7844,'Turner','Salesman',7698,to_date('8-9-1981','dd-mm-yyyy'),

1500,0,30);

INSERT INTO emp VALUES

(7876,'Adams','Clerk',7788,to_date('13-JUL-87')-51,1100,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES

(7900,'James','Clerk',7698,to_date('3-12-1981','dd-mm-yyyy'),

950,NULL,30);

INSERT INTO emp VALUES

(7902,'Ford','Analyst',7566,to_date('3-12-1981','dd-mm-yyyy'),

3000,NULL,20);

INSERT INTO emp VALUES

(7934,'Miller','Clerk',7782,to_date('23-1-1982','dd-mm-yyyy'),

1300,NULL,10);

COMMIT;

・ Scott スク リプ ト を Oracle で実行するには ：

2．Oracle SQL*Plus を使用して、 Oracle データベースに接続します。 通常どおりにログオン

します。

3．SQL> プロンプ トで @ D:tutorial¥scott.sql と入力し、 Oracle ユーティ リ ティ を使用して

スク リプ ト を実行します。

これでテーブルが作成され、 データベースにテーブルがあるかど うかを確認するこ とが
できます。
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Scott のビジネス ・ テーブルが作成されたことを確認するには ：のビジネス ・ テーブルが作成されたことを確認するには ：のビジネス ・ テーブルが作成されたことを確認するには ：のビジネス ・ テーブルが作成されたことを確認するには ：

1．Oracle ユーティ リ ティから、 以下のよ うに入力します。

SELECT * FROM emp;

SELECT * FROM dept;

テーブルの内容が表示されます。

2．テーブルの制約が設定されたこ とを確認するには、 以下のよ うに入力します。

INSERT INTO emp VALUES

(8900, 'Smith', 'Clerk', 7839,to_date('23-1-

1982','dd-mm-yyyy'),1300,NULL,50);

'50' に等しい部門番号がないこ とを警告するエラー ・ メ ッセージが表示されます。 この

制約の違反は、適切な外部キー制約を使用して emp テーブルが作成されたこ とを示しま

す。

これで、 ビジネス ・ テーブルを持つ Oracle データベースが作成されました。 ODBC デー

タ ・ ソースおよびシステム ・ テーブルを作成して、 この Oracle データベースを設定する

必要があ り ます。
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MobiLink の統合データベースとしてのの統合データベースとしてのの統合データベースとしてのの統合データベースとしての Oracle データデータデータデータ

ベースベースベースベース

手順手順手順手順 1 ：：：：Oracle 統合データベース用の統合データベース用の統合データベース用の統合データベース用の ODBC データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成

Oracle データベース用にデータベース用にデータベース用にデータベース用に ODBC データ ・ ソースを設定するには ：データ ・ ソースを設定するには ：データ ・ ソースを設定するには ：データ ・ ソースを設定するには ：

1．[ スタート ] メニュー→ [ プログラム ] → [Sybase SQL Anywhere 7] → [Adaptive Server
Anywhere 7] → [ODBC アド ミ ニス ト レータ ] を選択します。

● ◆ [ODBC データ・ソース アド ミニス ト レータ ] が表示されます。[ ユーザー DSN] タブで

[ 追加 ] をク リ ッ ク します。

[ データ ・ ソースの新規作成 ] ウ ィンド ウが表示されます。

● ◆ [Oracle ODBC Driver] を選択し、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

[ODBC Configuration for Oracle 8 ODBC Driver Setup] ウ ィンド ウが表示されます。

2．データ ・ ソース名を入力します。 このデータベース名は、 Oracle データベースに接続す

る と きに使用する DSN 値であるため、 メモに取るなどして記録しておきます。 この値

は、 後で必要になり ます。

3．サービス名を入力します。 データベースが NT ベースのローカル ・ サーバ上にある場合

は、 サービス名は localhost または tcp-loopback になり ます。 データベースが他のサーバ

上にある場合は、 そのサービス用の名前を入力する必要があ り ます。

4．ユーザ ID を入力します。

5．[OK] をク リ ッ ク します。

前述の ODBC 設定手順に関係する以下のパラ メータを使用して、 Oracle および Adaptive
Server Anywhere を 「チュート リ アルの例」 で使用する統合データベースに ODBC 接続しま

す。 テーブルの [Consolidated] 列に示される ODBC パラ メータは、 Oracle Enterprise Edition
8.06 の標準インス トールでのパラ メータです。

項目項目項目項目 値値値値

ド ラ イバ Oracle ODBC

データ ・ ソース名 Oracle_db

サービス名 Tcp-loopback

項目 値

ユーザ ID Scott
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手順手順手順手順 2 ：：：： MobiLink システム ・ テーブルの作成システム ・ テーブルの作成システム ・ テーブルの作成システム ・ テーブルの作成

syncora.sql とい う ス ク リプ ト を実行します。 このス ク リプ トは、 SQL Anywhere のインス

トール・ディ レク ト リ内の MobiLink\setup サブディ レク ト リにあ り ます。syncora は、Oracle
SQL を使用して、 MobiLink が使用する一連のシステム ・ テーブルおよびプロシージャを作

成します。 システム ・ テーブルには、 ML_ という接頭辞がついています。 MobiLink は、 同

期プロセスでこれらのテーブルを使用して動作します。

Oracle でででで MobiLink システム ・ テーブルを作成するには ：システム ・ テーブルを作成するには ：システム ・ テーブルを作成するには ：システム ・ テーブルを作成するには ：

1．Oracle SQL*Plus を使用して、 Oracle データベースに接続します。 通常どおりにログオン

します。

2．Oracle SQL*Plus で、 @ pathname¥syncora.sql を SQL> プロンプ トから実行します。

システム ・ テーブルがインストールされたことを確認するにはシステム ・ テーブルがインストールされたことを確認するにはシステム ・ テーブルがインストールされたことを確認するにはシステム ・ テーブルがインストールされたことを確認するには :

1．以下の SELECT 文を入力し、 all_objects とい うテーブルの内容を選択します。

1 Type the following SELECT statement to yield the contents of the

table all_objects:

SELECT object_name

FROM all_objects

WHERE object_name

LIKE 'ML_%';

結果の出力は、 以下のよ うになり ます。

これらのテーブルが Oracle データベースに存在していれば、次の手順に進みます。オブジェ

ク ト リ ス トのカウン トが出力テーブルでのカウン ト よ り も少ない場合は、 ML_ という接頭

辞がついたすべてのオブジェク トに対して DROP コマンドを実行し、 すべての ML_ オブ

ジェク トが Oracle Data Dictionary にあるこ とを確認するまで、 手順 1 および 2 を繰り返す

こ とをお勧めします。

OBJECT_NAME

ML_ADD_CONNECTION_SCRIPT

ML_ADD_TABLE_SCRIPT

ML_CONNECTION_SCRIPT

ML_CONNECTION_SCRIPT_TRIGGER

ML_SCRIPT

ML_SCRIPTS_MODIFIED

ML_SCRIPT_TRIGGER

ML_SCRIPT_VERSION

ML_TABLE

ML_TABLE_SCRIPT

ML_TABLE_SCRIPT_TRIGGER

ML_USER
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リファレンス ・ データベースの作成リファレンス ・ データベースの作成リファレンス ・ データベースの作成リファレンス ・ データベースの作成

以下のスク リプ トは、Adaptive Server Anywhere の Scott データベース用にデータ型および構

文を変更したスク リプ トです。

SET OPTION DATE_ORDER='DMY';

DROP TABLE dept;

CREATE TABLE dept

(deptno INTEGER NOT NULL,

dname VARCHAR(14),

loc VARCHAR(13),

PRIMARY KEY (deptno));

DROP TABLE emp;

CREATE TABLE emp

(empno INTEGER NOT NULL,

ename VARCHAR(10),

job VARCHAR(9),

mgr INTEGER,

hiredate DATE,

sal NUMERIC(7,2),

comm NUMERIC(7,2),

deptno INTEGER,

PRIMARY KEY (empno),

FOREIGN KEY fk_deptno (deptno)

REFERENCES dept(deptno));

Scott のビジネス ・ テーブルは、 以下の方針で、 前述の Adaptive Server Anywhere スク リ

プ トに変換されています。

● ◆ Oracle と Adaptive Server Anywhere の間でのデータ型変換の違いを修正します。データ

型は手動で変換します。たとえば、Oracle での VARCHAR2 は、Adaptive Server Anywhere
では VARCHAR になっています。

● ◆ Oracle と Adaptive Server Anywhere の間での構文変換の違いを修正します。 たとえば、

CREATE TABLE 構文では、 プライマ リ ・ キーと外部キーの句が異なり ます。

● ◆互換性を確保するため、Oracle でのデフォルトの日付フォーマッ ト と、Adaptive Server
Anywhere でのデフ ォル ト の日付フ ォーマ ッ ト を比較し ています。 SET OPTION

DATE_ORDER='DMY' とい う文で、 この違いを修正しています。

手順手順手順手順 1 ： リ フ ァレンス ・ データベース ・ フ ァイルの作成： リファレンス ・ データベース ・ フ ァイルの作成： リファレンス ・ データベース ・ フ ァイルの作成： リファレンス ・ データベース ・ フ ァイルの作成

リ ファレンス ・データベース ・ ファ イルには、 リ ファレンス ・ データベース ・ テーブルが
格納されます。 このファイルは、 コマンド ・ プロンプ トから作成します。
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リフ ァレンス ・ データベース ・ ファイルを作成するには ：リフ ァレンス ・ データベース ・ ファイルを作成するには ：リフ ァレンス ・ データベース ・ ファイルを作成するには ：リフ ァレンス ・ データベース ・ ファイルを作成するには ：

1．コマンド ・プロンプ ト を表示し、 ¥Tutorial に移動します。データベースを初期化します。

● ◆ dbinit ora_reference.db と入力します。

● ◆ [ENTER] キーを押します。

2．データベースを起動します。

● ◆ dbeng7 ora_reference.db と入力します。

● ◆ [ENTER] キーを押します。

これで、 リ ファレンス ・データベース ・ ファ イルが作成され、 リ ファレンス ・データベー
スが起動しました。 次に、 このデータベース用の ODBC データ ・ ソースを作成します。

手順手順手順手順 2 ： リ フ ァレンス ・ データベース用の： リファレンス ・ データベース用の： リファレンス ・ データベース用の： リファレンス ・ データベース用の ODBC データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成

Oracle データベース用の ODBC データ ・ ソースの作成と同様に、 リ ファレンス・データベー

スおよびリモート ・ データベース用の ODBC データ ・ ソースを作成する必要があ り ます。

こ こで、 リ ファレンス ・データベース用の ODBC データ ・ ソースを作成し、 固有の名前を

付けるこ とをお勧めします。

Adaptive Server Anywhere 用に用に用に用に ODBC データ ・ ソースを設定するには ：データ ・ ソースを設定するには ：データ ・ ソースを設定するには ：データ ・ ソースを設定するには ：

1．[ スタート ] メニュー→ [ プログラム ] → [Sybase SQL Anywhere 7] → [Adaptive Server
Anywhere 7] → [ODBC アド ミ ニス ト レータ ] を選択します。

◆ [ODBC データ ・ ソース アド ミ ニス ト レータ ] が表示されます。 [ ユーザー DSN] タブ

で [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

◆ [ データ ・ ソースの新規作成 ] ダイアログが表示されます。 [Adaptive Server Anywhere
7.0] を選択し、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

◆ [Adaptive Server Anywhere に対する ODBC 設定 ] タブが表示されます。[ODBC] タブを

ク リ ッ ク し、 データ ・ ソース名を入力します。 この名前は、 このデータベースに接続
する と きに使用する DSN 値であるため、 メモに取るなどして記録しておきます。この

値は、 後で必要になり ます。

2．[ データベース ] タブをク リ ッ ク し、データベース名およびデータベース ・ ファ イルを指

定します。 完全なデータベース ・ ファ イルおよびデータベースのパスを正し く指定する
ため、 できるだけ [ 参照 ] 機能を使用します。

3．データベースがローカル・マシンにある場合は、[Adaptive Server Anywhereに対するODBC
設定 ] ウ ィンド ウの [ ネッ ト ワーク ] タブおよび [ 詳細 ] タブのデフォルト設定をそのま

ま使用するこ とができます。 データベースが他のマシン上にある場合は、 [ データベー

ス ] タブでサーバ名を指定します。

4．[OK] をク リ ッ ク します。 [ODBC データ ・ ソース アド ミ ニス ト レータ ] に戻り ます。
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5．新し く作成したデータ ・ ソースを選択し、 [ODBC タブ ] の右下にある [ テス ト接続 ] を
ク リ ッ ク してテス ト します。

6．" 接続成功 " とい う メ ッセージが表示されます。

前述の ODBC 設定手順に関係する以下のパラ メータを使用して、 Adaptive Server Anywhere
を 「チュート リ アルの例」 で使用する リ ファレンス ・データベースに ODBC 接続します。

ODBC パラ メータを該当する ODBC フ ィールドに入力します。

リ ファレンス ・データベース作成では、 最初に Oracle スク リプ ト を使用します。 このスク

リプ トは、 Oracle 統合データベースにテーブルを作成したスク リプ トです。 このスク リプ

ト を Adaptive Server Anywhere SQL フ ォーマ ッ ト で記述し なおすと、 Adaptive Server
Anywhere データベースに対して実行可能にな り ます。 作成されたデータベースは、 統合

データベースと構造的に似ているため、 同期が可能になり ます。

ISQL の実行 ：の実行 ：の実行 ：の実行 ：

1．ISQL を起動します。

2．[ 接続 ] ウ ィンド ウが表示されます。 [ID] タブをク リ ッ ク します。

◆ユーザ名とパスワード と して、dba と sql を [ ユーザー ] および [ パスワード ] ボッ ク

スにそれぞれ入力します。

◆ ODBC データ・ソース名と して ora_reference を入力します。[OK] をク リ ッ ク します。

これで、 ローカル ・ マシン上の ASA リ ファレンス ・データベースに接続するこ とができま

す。 接続できない場合は、 ODBC ド ライバがエラー ・ メ ッセージを表示します。 この場合

は、 3 つのタブのすべてのフ ィールドを消去し、テキス ト ・ボッ クスに再度情報を入力しま

す。

スクリプ ト を実行するには ：スクリプ ト を実行するには ：スクリプ ト を実行するには ：スクリプ ト を実行するには ：

1．ISQL を使用して、変換したスク リプ ト を実行します。 ISQL から [ ファ イル ] → [ スク リ

プ トの実行 ] を実行し、ダイアログでスク リプ ト名を入力し、[ 開く ] をク リ ッ ク します。

2．以下のよ うに入力して、 テーブルが正し く作成されたかど うかを確認します。

SELECT * FROM emp;

SELECT * FROM dept;

テーブルの内容が表示されます。 すべてのテーブルは空白ですが、 各テーブルの見出しが
ISQL 出力パネルに表示され、 これを使用して リ ファレンス ・ テーブルが正し く作成された

かど うかを確認します。 次に、 同期テンプレートおよびサイ ト を作成します。

次の例では、dept と emp という 2 つのテーブル用のテンプレート を作成するコードを紹介

しています。

項目 値

ド ラ イバ Adaptive Server Anywhere 7

データ ・ ソース名 Ora_reference

データベース ・ ファ イル D:¥tutorial¥ora_reference.db
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リファレンス ・ データベースの作成リファレンス ・ データベースの作成リファレンス ・ データベースの作成リファレンス ・ データベースの作成

手順手順手順手順 1：同期テンプレートおよびサイ トを使用した同期の定義の作成：同期テンプレートおよびサイ トを使用した同期の定義の作成：同期テンプレートおよびサイ トを使用した同期の定義の作成：同期テンプレートおよびサイ トを使用した同期の定義の作成

同期テンプレートおよびサイ ト を作成するには ：同期テンプレートおよびサイ ト を作成するには ：同期テンプレートおよびサイ ト を作成するには ：同期テンプレートおよびサイ ト を作成するには ：

1．ISQL を使用して、 リ ファレンス ・データベースに接続します。

2．同期テンプレート を作成します。

CREATE SYNCHRONIZATION TEMPLATE ora_sync_template

TYPE 'tcpip'

ADDRESS 'host=localhost;port=2439;'

Option sv='Version1'

( TABLE dept, TABLE emp);

3．同期サイ ト を作成します。

CREATE SYNCHRONIZATION SITE ora_sync_site

using ora_sync_template;

手順手順手順手順 2 ： リモート ・ データベース用の： リモート ・ データベース用の： リモート ・ データベース用の： リモート ・ データベース用の ODBC データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成データ ・ ソースの作成

リモートのリモートのリモートのリモートの Adaptive Server Anywhere データベース用にデータベース用にデータベース用にデータベース用に ODBC データ・データ・データ・データ・

ソースを設定するには ：ソースを設定するには ：ソースを設定するには ：ソースを設定するには ：

1．[ スタート ] メニュー→ [ プログラム ] → [Sybase SQL Anywhere 7] → [Adaptive Server
Anywhere 7] → [ODBC アド ミ ニス ト レータ ] を選択します。

● ◆ [ODBC データ・ソース アド ミニス ト レータ ] が表示されます。[ ユーザー DSN] タブで

[ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ データ ・ ソースの新規作成 ] ダイアログが表示されます。

[Adaptive Server Anywhere 7.0] を選択し、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

● ◆ [Adaptive Server Anywhere に対する ODBC 設定 ] タブが表示されます。[ODBC] タブを

ク リ ッ ク し、 データ ・ ソース名を入力します。 この名前は、 このデータベースに接続
する と きに使用する DSN 値であるため、 メモに取るなどして記録しておきます。この

値は、 後で必要になり ます。

2．[ データベース ] タブをク リ ッ ク し、データベース名およびデータベース ・ ファ イルを指

定します。 完全なデータベース ・ ファ イルおよびデータベースのパスを指定するため、
できるだけ [ 参照 ] 機能を使用します。

3．データベースがローカル・マシンにある場合は、[Adaptive Server Anywhereに対するODBC
設定 ] ウ ィンド ウの [ ネッ ト ワーク ] タブおよび [ 詳細 ] タブのデフォルト設定をそのま

ま使用します。データベースが他のサーバ上にある場合は、 [ データベース ] タブでサー

バ名を指定します。

4．[OK] をク リ ッ ク し、 [ODBC データ ・ ソース アド ミ ニス ト レータ ] に戻り ます。
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5．新し く接続したデータ ・ ソースを、 [ODBＣ タブ ] の右下にある [ テス ト接続 ] をク リ ッ

ク してテス ト します。

" 接続成功 " とい う メ ッセージが表示されます。

ODBC 接続が確立され、 リ ファレンス ・データベース構造を リモート ・ データベースに抽

出するこ とができます。 リモート ・ データベースは、 以下の手順で作成します。

1． リ ファレンス ・データベースで同期テンプレートおよび同期サイ ト を作成します。

2．Mlextract というユーティ リ ティ を使用して、リ ファレンス・データベースから リモート ・

データベースに抽出します。

前述の ODBC 設定手順に関係する以下のパラ メータを使用して、 Adaptive Server Anywhere
を 「チュート リ アルの例」 で使用する リモート ・ データベースに ODBC 接続します。

[ データベースが実行されていなければ自動的に起動 ] チェッ クボッ クスが選択されている

こ とを確認します。

手順手順手順手順 3 ： リ ファレンス ・ データベースの抽出： リファレンス ・ データベースの抽出： リファレンス ・ データベースの抽出： リファレンス ・ データベースの抽出

リモート ・ データベースを抽出するには ：リモート ・ データベースを抽出するには ：リモート ・ データベースを抽出するには ：リモート ・ データベースを抽出するには ：

1．コマンド ・ プロンプ ト を表示します。

2．以下のコマンド ・ ラインを 1 行で入力します。

Mlxtract -c "dsn=ora_reference;uid=dba;pwd=sql"

-an ora_remote d:¥Tutorial ora_sync_site

このコマンド ・ ラ インは、 ora_remote.db ファ イルを D のルート ・ディ レク ト リに作成し

ます。

3．抽出結果を確認します。

リ ファレンス ・データベースから リモート ・ データベースが正し く抽出されたかど うか
を確認するには、 リモート ・ データベースに ODBC 接続を実行し、 ISQL で以下のよ う

に入力します。

SELECT * FROM emp;

SELECT * FROM dept;

指定したテーブルの列見出しが表示されます。 データは入力されていません。

項目項目項目項目 値値値値

ド ラ イバ Adaptive Server Anywhere 7

データ ・ ソース名 Ora_remote

データベース ・ ファ イル D:\tutorial\ora_remote.db
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ISQL を使用してリモート ・ データベースに接続するには ：を使用してリモート ・ データベースに接続するには ：を使用してリモート ・ データベースに接続するには ：を使用してリモート ・ データベースに接続するには ：

1．ISQL を起動します。 [ 接続 ] ウ ィンド ウおよび 3 つのタブ付きダイアログが表示されま

す。 [ID] タブをク リ ッ ク します。

● ◆ユーザ名とパスワード と して、DBA と SQL を [ ユーザー] および [ パスワード ] ボッ ク

スにそれぞれ入力します。

● ◆ ODBC データ ・ ソース名と して ora_remote を入力します。 [OK] をク リ ッ ク します。

● ◆データベース ・ ファ イル名と して d:¥¥¥¥Tutorial¥¥¥¥ora_remote.db を入力します。 [OK] を
ク リ ッ ク します。

これで、 ローカル ・ マシン上の ASA リモート ・ データベースに接続するこ とができま

す。 接続できない場合は、 接続および [ 接続 ] ウ ィンド ウの入力内容を確認します。

抽出結果を確認するには ：抽出結果を確認するには ：抽出結果を確認するには ：抽出結果を確認するには ：

1． リモート ・データベースに接続された ISQL を使用して、以下のコマンドを入力します。

SELECT * FROM SYSSYNC

SELECT * FROM SYSSYNCDEFINITIONS

[SQL 文の実行 ] ボタンをク リ ッ クするか、 ISQL から [SQL] → [ 実行 ] を実行します。

2．出力を確認します。

ora_sync_template および ora_sync_site が、それぞれ syssync と syssyncdefinitions の各テー

ブルに表示されます。
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データベースの同期データベースの同期データベースの同期データベースの同期

同期スク リプ ト を作成するには、 手動と自動のどちらで行うかを選択します。 同期スク リ
プ ト を作成する方法は 2 つあ り ます。 1 つ目の方法では、 .txt または .sql の形式のドキュ メ

ン ト を使用して、手動でスク リプ ト を作成します。作成したスク リプ トは、 SQL*Plus 8.0 で

実行するこ とができます。 も う 1 つの方法では、Sybase Central 4.0 インタフェースを使用し

て、 ODBC によ り スク リプ ト を挿入します。 以下の例では、 スク リプ トは Oracle SQL*Plus
8.0 を使用して手動で実行します。 emp および dept のテーブルでは、 MobiLink を使用した

アップロード用とダウンロード用の 2 つのスク リプ トが必要です。

同期スクリプ ト を手動で作成するには ：同期スクリプ ト を手動で作成するには ：同期スクリプ ト を手動で作成するには ：同期スクリプ ト を手動で作成するには ：

1．Oracle SQL*Plus 8 を起動します。

2．SQL> プロンプ トで、 以下のコードを入力し、 最後に COMMIT; と入力します。

--Script 1 Upload script for dept

exec ml_add_table_script(

'Version1',

'dept',

'upload_cursor',

'SELECT * FROM dept WHERE deptno=?');

--Script 2 Download script for dept

exec ml_add_table_script(

'Version1',

'dept',

'download_cursor',

'SELECT * FROM dept');

--Script 3 Upload script for emp

exec ml_add_table_script(

'Version1',

'emp',

'upload_cursor',

'SELECT * FROM emp WHERE empno=?');

--Script 4 Download script for emp

exec ml_add_table_script(

'Version1',

'emp',

'download_cursor',

'SELECT * FROM emp');

上記の MobiLink プロシージャは、dept テーブルと emp テーブルのそれぞれに、アップロー

ド ・ カーソルとダウンロード ・ カーソルのテーブル ・ スク リプ ト を追加します。
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チュート リアル用データベースを同期するには ：チュート リアル用データベースを同期するには ：チュート リアル用データベースを同期するには ：チュート リアル用データベースを同期するには ：

1．ODBC データ ・ ソースを確認します。

● ◆Data Source Name=Oracle_DB および User ID=scott を Oracle 統合データベースに対して

実行しているこ と、 Adaptive Server Anywhere データベースに対して少なく と も Data
Source name=ora_remote、User ID=dba、および Password=sql を実行しているこ とを確認

します。

● ◆ Sybase Central を使用して Oracle_DB に接続します。

2．コマンド ・ プロンプ ト を表示し、 以下のよ うに入力して リモート ・ データベースを起動
します。

Start dbmlsrv7 -c ora_remote

3．コマンド ・ プロンプ トで以下のコマンド構文を使用して、 データベースを同期します。

dbmlsync -c "dbn=ora_remote;uid=dba;pwd=sql"

4．同期が正し く実行されたこ とを確認します。

Oracle_DB と ora_remote が同期しました。同期パネルが表示され、 " 同期が完了しまし

た " という メ ッセージが表示されます。 さ らに同期を確認するには、 リモート ・ データ

ベースに ODBC 接続し、選択したテーブルから SELECT * を実行し、 テーブルの値が正

し く挿入されているこ とを確認します。 ISQL で以下のよ うに入力します。

SELECT * FROM emp;

SELECT * FROM dept;

テーブルに新しいセル値が表示されれば、 同期およびスク リプ トは正し く実行されてい
ます。
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まとめまとめまとめまとめ

このチュート リ アルでは、Oracle 統合データベースを Adaptive Server Anywhere のリモート ・

ク ラ イアン トに リ ンクするタスクを実行する方法が説明され、 以下の項目について習得し
てきました。

● ◆ASAでのデータベースの作成およびOracle と ASA ク ラ イアン ト用のデータ・ソースの

作成

● ◆同期サイ トおよびテンプレートの作成

● ◆基本的な同期スク リプ トの作成

● ◆ Oracle データベースと ASA のリモート ・ データベースの同期
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結論結論結論結論

このホワイ トペーパーでは、 Oracle 統合データベース と Adaptive Server Anywhere データ

ベースとの間の MobiLink の同期を、 4 段階の手順で設定する方法を説明しました。 以下の

クイ ッ ク ・ リ ファレンスは、 MobiLink を使用した同期を実行する際に進行状況のチェッ ク

リ ス ト と して使用して ください。

※本書は、 米国 iAnywhere Solutions 社が作成およびテス ト したものを日本語に翻訳したも

のです。

段階段階段階段階 タスクタスクタスクタスク

Oracleデ ー タ ベ ー ス を

MobiLinkの 統合デー タ

ベースと して有効にする

Oracle データベース用の ODBC データ ・ ソースを作成する

Syncora.sql を使用して MobiLink システム ・ テーブルを作成

する

リ フ ァ レ ン ス ・デー タ
ベースを作成する

リ ファレンス ・データベース ・ ファ イルを作成する

新しいリ ファレンス ・ ファ イル用の ODBC データ ・ ソース

を作成する

Oracle テーブルを Adaptive Server Anywhere テーブルにどの

よ うにして変換するかを決定する

Oracle 用スク リプ トから Adaptive Server Anywhere 用スク リ

プ トに変換する

ISQＬ でスク リプ ト を実行する

リ モー ト ・ データベース
を作成する

同期サイ トおよびテンプレート を作成する

リモート ・ データベースを抽出する

リモート ・ データベース用の ODBC データ ・ ソースを作成

する

データベースを同期する 同期スク リプ ト を作成する

dbmlsync を使用してデータベースを同期する
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